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　地震波形処理において、初動走時の検出は必要不可欠な処理であり、今までに自動検出の手法が数多く提案

されてきている。しかしながら、こうした手法の精度はデータに含まれるノイズに大きく左右される。結果と

して、現在においても反射法処理ではS/Nの低いデータの初動検出は手動で行われており、反射法処理におけ

る全体プロセスの約20 %における時間が費やされる事例もある。 

 

　本研究では初動値のデータと地震波のデータをペアのデータセットとして、深層学習を用いてDeep

Convolution Neural Networks (CNNs)により初動検出を実現した。教師データとして、データ全体のうちの数

%手動で読まれた初動データを用い、地震波データから初動値データへ変換させるモデルを学習により作成し

た。 

 

　既存の手法と比較し本手法の利点は以下が挙げられる。（1）ランダムノイズや一過性のノイズに対しても

ロバストな結果を得られること。（2）一旦トレーニングを実施すれば、初動検出の計算速度が高速であるこ

と。（3）S波のような他のシグナルの検出にも適用可能性があること。こうした利点をもつ本手法は、反射法

処理だけでなく自然地震の初動検出にも適している。本報告では陸上の反射法地震データに対して本手法を適

用した結果を報告する。
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